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一般財団法人�岡山県国際交流協会

留学生等による国際理解学習支援プログラム
　岡山在住の留学生等が1日講師となり各小学校を訪問します。このプログラムの目的は、「いろいろな国・地域の講師との交
流を通じて異なる文化や習慣に触れ、相手を理解する力を養い、世界への関心と外国語の学習意欲の向上を図る」ことです。岡
山県教育委員会が行う「外国語教育事業」の実践研究校を対象として、令和5年度は希望のあった6校に、延べ16名（9の国･
地域）の講師が出向き児童たちと楽しく交流しました。

早島小学校にて
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留学生等による国際理解学習
支援プログラム� 関連団体：岡山県教育庁義務教育課

特
集

10月10日（火）早島町立早島小学校
講師：カナダ､中国､フィリピン､ベトナム�計4名
　伝統衣装を題材にし
て中国の紹介をした講
師 は､ 自ら衣 装を着て
参加し、児童にも試着を
させていました。後半の
ダーカウ（羽根を蹴って
遊ぶベトナムの国民的ス
ポーツ）や切り絵等の遊びも好評でした。
　後日､児童から各講師に対してお礼のメッセージが届き､
受け取った講師たちは大変喜んでいました。

11月27日（月）鏡野町立奥津小学校
講師：米国、香港�計2名
　香港の高層ビルの夜
景や景勝地の映像を楽
しんだ後、香港の指数え
で遊びました。児童たち
は日本との違いを楽しみ
繰り返し練習しました。ま
た、ハワイ島には日本の
国立天文台が運営する
天体観測所があり標高3000ｍ超にある観測所は雪に覆
われているという南国ハワイの別の一面を知り、児童たち
は驚いていました。

令和6年1月18日（木）高梁市立巨瀬小学校
講師：ウズベキスタン､ベトナム�計2名
　出身地の紹介で児童たち
は講師の母語で自己紹介の
練習をし､一人ひとり発表しま
した。
　遊びの時間ではダーカウ
やジェスチャーゲーム、英語
の数字しりとり等、講師が
次々に紹介する遊びにどん
どん挑戦し、終始歓声が上
がっていました。

　授業は2部制で、前半は座学です。各講師が工夫を凝らして作った映像データを使いながら自分の出身地の紹介
をします。内容は､地理や歴史､衣食住や母語､はやりの遊びなどいろいろです。映像で見る初めての風景や珍しい習
慣､食べたことのない食事等に、児童はとても興味深い様子でした。
　後半は講師が提案するゲームやクイズ､歌やダンス等
を一緒に楽しみ、お互いの距離がぐっと縮まり会話もは
ずみ、児童から「もっとお話がしたい」と別れを惜しむ声
がたくさん聞かれました。

9月29日（金）久米南町立弓削小学校
講師：カナダ、ペルー�計2名
　ペルーの山岳地帯出身の
講師が、公用語のスペイン語
のほか原住民族の言語で
あるケチュア語や民族舞踊
を披露し、全員で楽しく踊
りました。

ペルーの山岳地域を説明中

漢服を披露する講師

10月19日（木）里庄町立里庄東小学校
講師：ウズベキスタン、カナダ､マレーシア�計3名
　2年生の授業では、講師が
マレーシアの 伝 統 工 芸 の
バティック（ろうけつ染め）を
着用しマレーシアの文化など
を児童に紹介しました。
　4年生は英語で授業を行い、
日常会話の練習をしました。

バティックを着た講師と話す児童

1,2,3,4････指数えを練習中

ダーカウ、楽しいけどむずかしい

11月14日（火）勝央町立勝央北小学校
講師：中国､ベトナム、香港�計3名
　合唱・合奏発表会を鑑賞した後､各教室に分かれて交流
しました。
　座学が盛り上がったため遊びの時間が減ったクラスもあ
りましたが､授業が終了した後も講師を囲んで握手やサイ
ンを求めて、別れを惜しむ児童の姿がたくさんありました。

お題は「校長先生」　ジェスチャーゲーム中ハプニングもあり大爆笑
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事業報告
地域共生サポーター養成講座・研修会� 令和５年１１月１８日（土）

第2回�親子で遊ぼう-Family�Friendly�Event-� 令和5年11月19日（日）

基調講演講師：吉富�志津代�氏（武庫川女子大学国際センター長、教授／NPO法人多言語センターFACIL特別顧問）
活動事例発表：大倉�美恵�氏（INE居場所づくりネットワーク）

　外国につながる子どもたちへ、地域共生サポーター（※）としてどのようなこ
とができるのか―そのヒントを求め、16名の参加者が集いました。多様で豊
富な支援経験を持つ吉富氏の講演では、外国につながる青少年が抱えやす
い困難やその解決方法について、学術的な角度からもわかりやすく説明されま
した。なかでも「子どもが自信をもってアイデンティティを形成するためには母
語や母文化を学べる環境が大切」との言葉が印象に残ったという感想が多く
あがりました。

　身近な活動事例
として、県内で外国
につながる親子のサポートを行うINE居場所づくりネットワークの活動
について大倉 美恵氏が発表しました。異なる専門性を持つ複数の団
体がつながり、多角的で継続的支援の展開を目指している話などか
ら、ネットワーク形成の大切さを学びました。
※ 県内の在住外国人に対し、コミュニケーションや社会活動など、生活

面での支援を行うボランティアとして県に登録した方

講　　　　師：ドレー・イゴール�氏
� （Ｂ

ブ ル ー
ＬＵＥ�Ｖ

ビ レ ッ ジ
ＩＬＬＡＧＥ�Ｉ

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル
ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ�ＮＰＯ�代表・フランス出身）

通訳・講師補助：川端�聖
まさ
雄
お
�氏（高校生・フランス出身）

　講師に、フランス語のほか英語やスペイン語も堪能な元高校教師のイゴール氏を迎え、
息子のまさお氏が通訳として参加し、明るく元気なイベントを行いました。外国人のボラン
ティアも加わり、参加者と合わせ40名で多言語を使ったゲームをしたり、ダンスを踊ったり
しました。今回は”親子で遊ぼう”という名のとおり､子どもだけではなく保護者も含め、全
員参加のイベントにしました。
　例えば、英語を使ったゲームF

フィッシュ
ISH B

ボ ー ル
ALL。これは海の大王イゴールさんから預かった大切な卵を小魚役の子どもたちが冒険

をしながら基地まで無事届けるゲームです。保護者は敵(カニやザリガニ)のお面を付けて「食べちゃうぞ～」と小魚の進路を妨
害します。ところがゲームが進行するにつれ、敵であるはずの保護者たちが英語の質問に苦戦する小魚たちの応援団になり始
め、最後にはどの子どももみんな「頑張れ、頑張れ！」と応援し無事ゴールを喜ぶ、という心温まるゲームになりました。

左から吉富氏、大倉氏

ワークショップでの吉富氏（右）

英語の質問に答えたら通れる「関所」 しっぽ取りゲームの一場面

イゴール氏 まさお氏
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事業報告
ワールド・エクササイズ事業
「ニュースポーツを楽しもう�～秋の国際交流運動会～」
� 令和5年11月23日（木・祝）

場所：岡山県総合グラウンド　ジップアリーナ岡山（サブアリーナ）
共催：岡山県総合グラウンドコンソーシアム・チーム岡山（一般社団法人岡山県総合協力事業団）、岡山県日中懇話会
協力：一般社団法人岡山県レクリエーション協会、特定非営利活動法人スポーツライフ’91天城

　今年度のワールド・エクササイズは、場所を岡山国際交流センターからジップアリーナ岡山に移し、開催しました。日本人と外
国人参加者がおよそ半数ずつの割合で集まり、進行をサポートする留学生ボランティアなども合わせると14か国、74名が参加
しました。アイスブレイクゲームとラジオ体操でウォーミングアップしたのち、チーム対抗戦で3種目のニュースポーツを体験しま
した。
　ニュースポーツは年齢や性別、障がいの有無などにかかわらず誰でも一緒に楽しめます。今回の参加者も多国籍であること
に加え、幅広い年齢層の方々が集まり、日本人も外国人も、子どもも大人も入った混成のチームができました。今回体験したの
は、氷上スポーツのカーリングを室内で手軽に楽しめるようにと考案され、底面にベアリングがついたローラーを押し出して的の
中心を狙う「カローリング」、ボールを投げて途中に置かれたゲートをくぐらせ、その先にあるボウリングのピンを倒す「スマイルボ

ウリング」、碁盤目状のマットに向かってゲートボールのスティックでボー
ルを打ち、五目並べのようにボールを並べ得点を競う「囲碁ボール」とい
う3種目です。
　参加者へのアンケートによると、参加者の9割以上が「ニュースポーツ
を初めて知った」あるいは「聞いたことはあるけど、するのは初めて」とい
うことでしたが、協力団体のスタッフからルールの説明を受け、会場のあ
ちらこちらで白熱した試合が繰り広げられました。チームはそれぞれ一致
団結し、チームメイトに声援を送ったり、うまくいくとハイタッチをして喜び
を分かち合ったりしていました。最後には勝ち点の多かった上位3チーム
に賞状と記念品を渡しました。

チームメイトと喜びあったり、アドバイスをしたり

囲碁ボール カローリング スマイルボウリング

会場の様子

優勝！

おかやま国際交流 2024.❸ №1544



国際理解学習プラン講師派遣事業

餃子づくり体験� 令和５年１２月１６日(土)

講師：劉
りゅう
�新
しん
雲
うん
氏（中国）、劉

りゅう
�萍
ぴん
萍
ぴん
氏（中国）、林

りん
�傑
ちぇ
屏
ぴん
氏（台湾）

　国際分野で活動する県内のNGO6団体を、応募のあった小・中・高校10校へ派遣し、
12件の国際理解学習プランを実施しました。

派遣団体（五十音順） 実施校（実施順） プラン名

アジア農村協力
ネットワーク岡山

倉敷市立帯江小学校
玉野市立山田小学校
岡山市立七区小学校

お米を食べる国 何が同じで何が違う？

岡山青年国際交流会 岡山市立岡山後楽館中学校・高等学校 Appreciating differences
－ちがいを理解し、受け入れるために－

岡山ユニセフ協会
玉野市立山田小学校

ノートルダム清心女子大学附属小学校
総社市立総社中学校

考えてみよう 世界と自分のこと

世界女性会議
岡山連絡会 ノートルダム清心女子大学附属小学校 私たちが考える持続可能な社会

－平等・開発・平和－

ダフェプロジェクト 山陽学園中学校・高等学校 「多文化共生のまち 岡山」を考えよう

特定非営利活動法人
AMDA社会開発機構

岡山市立陵南小学校
岡山市立野谷小学校
新見市立大佐中学校

世界の多様性と格差からSDGsを学ぼう
－「誰一人取り残さない」世界の実現に向けて

今、私たちが知るべきことやるべきこと－
6団体 延べ12校

　岡山国際交流センターで餃子づくり体験イベントを開催しました。
　留学生３名と参加者１３名が、「鶏肉と白菜の餃子」と

「エビとニラ玉の餃子」を作り、食を通じて楽しく交流しました。
　今回のイベントでは、留学生の「我が家の味」として２種類の餃子の
作り方を教えてもらいました。
　餃子の作り方は家庭によって違いますが、基本的にどんな食材を入れて
も良いそうです！味付けは薄めにして、タレで調整するのがポイントです。
　初めて会った人同士でも、一緒に調理し、食卓を囲むと自然と心が通じ合い、
楽しく交流できました。
　食は人と人を結びつけることを実感した1日でした。

餃子を包みながらお
しゃべり♪

おいしい餃子ができました

餃子の皮も、
手作りしました

！

留学生から教わった餃子の作り方をご紹介します！
■材料

〈鶏肉と白菜の餃子〉
鶏ひき肉、白菜、青ねぎ、しいたけ、しょうが

〈エビとニラ玉の餃子〉
むきえび、ニラ、しょうが、卵

〈調味料〉
塩、しょうゆ、ごま油

※分量はお好みで調整してください。

〈タレ〉
しょうゆ、酢

■作り方
❶具材の野菜、むきえびはみじん切りにします。
❷ �白菜、ニラ、ネギなどの野菜は塩もみをして５分ほど置いた後、手でよく

絞って水気を切ります。
❸溶き卵をフライパンで加熱し、炒り卵を作ります。
❹具材と調味料を混ぜ合わせて、餡が完成します。
❺ �餃子の皮（厚めが良い）で餡を包み、たっぷりのお湯でゆでます。浮いて

きたらできあがりです。
タレにおろししょうがをたっぷり入れると、さっぱりおいしいです！
きざみニンニクと唐辛子を入れ、加熱したごま油をタレに入れるとピリ辛に！

2024.❸ №154 5おかやま国際交流



ケ
け

ル
る

ガ
が

ー
ー
ド
ど

･タ
た
イ
い
ラ
ら

ー
ー
さん

（米
べい
国
こく
ワ
わ
シ
し
ン
ん
ト
と
ン
ん
州
しゅう
ベ
べ
リ
り
ン
ん
ハ
は
ム
む
市
し
出
しゅっ
身
しん
）

◦�岡
おか
山
やま
県
けん
国
こく
際
さい
課
か
�国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
員
いん
（CIR）�

（2023年
ねん
10月

がつ
着
ちゃく
任
にん
）

◦日
に
本
ほん
滞
たい
在
ざい
歴
れき
：5か月

げつ

岡
おか
山
やま
県
けん
の新
あら
たな国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
員
いん
にタ

た
イ
い
ラ
ら
ー
ー
さんが着

ちゃく
任
にん
しました。

― 出
しゅっ

身
しん

地
ち

はどのような町
まち

ですか？
　べ

べ
リ
り
ン
ん
ハ
は
ム
む
市
し
は、「C

シティ
ity�o

オブ
f�S
サ ブ デ ュ ー ド
ubdued�E

エキサイトメント
xcitement」な町

まち
。

訳
やく
すのは少

すこ
し難

むずか
しいですが、ちょっとのんびりした雰

ふん
囲
い
気
き
の

町
まち
、という感

かん
じです。たくさんのカ

か
フ
ふ
ェ
ぇ
とク

く
ラ
ら
フ
ふ
ト
と
ビ
び
ー
ー
ル
る
酒
しゅ
造
ぞう
店
てん

があり、自
し
然
ぜん
に囲
かこ
まれているのでどの季

き
節
せつ
でもいろいろなア

あ

ウ
う
ト
と
ド
ど
ア
あ
系
けい
の活
かつ
動
どう
ができます。是

ぜ
非
ひ
自
し
然
ぜん
が好

す
きならベ

べ
リ
り
ン
ん
ハ
は
ム
む

市
し
を訪
たず
ねて楽

たの
しんでください。

― 大
だい

学
がく

では何
なに

を専
せん

攻
こう

したのですか？
　私

わたし
が卒

そつ
業
ぎょう
したのはベ

べ
リ
り
ン
ん
ハ
は
ム
む
市
し
の西

にし
ワ
わ
シ
し
ン
ん
ト
と
ン
ん
大
だい
学
がく
です

が、実
じつ
は最
さい
初
しょ
の２年

ねん
間
かん
は東

ひがし
ワ
わ
シ
し
ン
ん
ト
と
ン
ん
大
だい
学
がく
で過

す
ごしました。

元
もと
々
もと
コ
こ
ン
ん
ピ
ぴ
ュ
ゅ
ー
ー
タ
た
ー
ー
科
か
学
がく
を専

せん
攻
こう
するつもりでしたが、�

西
にし
ワ
わ
シ
し
ン
ん
ト
と
ン
ん
大
だい
学
がく
に編
へん
入
にゅう
学
がく
した時

とき
に日

に
本
ほん
語
ご
に変
へん
更
こう
しました。

　ですが、編
へん
入
にゅう
したあと、日

に
本
ほん
語
ご
の勉
べん
強
きょう
は続
つづ
けながらも専

せん
攻
こう

を再
ふたた
びコ

こ
ン
ん
ピ
ぴ
ュ
ゅ
ー
ー
タ
た
ー
ー
科
か
学
がく
に戻
もど
しました。結

けっ
局
きょく
のところ、専

せん
攻
こう

はコ
こ
ン
ん
ピ
ぴ
ュ
ゅ
ー
ー
タ
た
ー
ー
科
か
学
がく
で、副

ふく
専
せん
攻
こう
は数
すう
学
がく
と日

に
本
ほん
語
ご
にしました。

― 日
に

本
ほん

で働
はたら

くことになったきっかけは？
　中

ちゅう
学
がく
生
せい
の頃

ころ
日
に
本
ほん
の文

ぶん
化
か
に興

きょう
味
み
を持

も
ち、よく音

おん
楽
がく
を聴

き
い

たり、ア
あ
ニ
に
メ
め
を見

み
たりしました。そして高

こう
校
こう
生
せい
の頃
ころ
、日
に
本
ほん
語
ご
の

勉
べん
強
きょう
を始
はじ
めました。日

に
本
ほん
の文
ぶん
化
か
と言
げん
語
ご
を学
まな
ぶうちに、ある時

とき

「日
に
本
ほん
で働

はたら
いてみたい」という思

おも
いが湧

わ
いてきました。そのた

め、決
けっ
心
しん
して短

みじか
い間

あいだ
ですが東

とう
京
きょう
に留

りゅう
学
がく
しました。その体

たい
験
けん
を

通
とお
して日

に
本
ほん
で働

はたら
く意

い
思
し
を固
かた
め、２０２３年

ねん
１０月

がつ
に岡
おか
山
やま
県
けん
の国
こく

際
さい
交
こう
流
りゅう
員
いん
に着

ちゃく
任
にん
したのです。

―タ
た
イ
い
ラ
ら

ー
ー

さんの自
じ

慢
まん

は？
　２００５年

ねん
にワ

わ
シ
し
ン
ん
ト
と
ン
ん

州
しゅう
に引

ひ
っ越

こ
した時

とき
から

始
はじ
まったハ

は
イ
い
キ
き
ン
ん
グ
ぐ
など

のア
あ
ウ
う
ト
と
ド
ど
ア
あ
活
かつ
動
どう
に加

くわ

え、いろいろな趣
しゅ
味
み
があ

ります。その中
なか
でも特

とく
に

自
じ
慢
まん
なのが言

げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
と

電
でん
気
き
工
こう
学
がく
です。日

に
本
ほん
語
ご

の勉
べん
強
きょう
に加

くわ
えて、昨

さく
年
ねん

偶
ぐう
然
ぜん
にもエ

え
ス
す
ペ
ぺ
ラ
ら
ン
ん
ト
と
語
ご

（人
じん
工
こう
の国

こく
際
さい
共
きょう
通
つう
語
ご
）

に出
で
会
あ
い、ほどなくそ

れも学
まな
び始

はじ
めました。

また、電
でん
気
き
工
こう
学
がく
の分

ぶん
野
や

だとプ
ぷ
リ
り
ン
ん
ト
と
回
かい
路
ろ
基
き
板
ばん

（PCB）のデ
で
ザ
ざ
イ
い
ン
ん
が

できることも自
じ
慢
まん
ですね。実

じつ
は自

じ
分
ぶん
のキ

き
ー
ー
パ
ぱ
ッ
っ
ド
ど
のPCBを自

じ

分
ぶん
でデ

で
ザ
ざ
イ
い
ン
ん
して作

つく
ったんですよ！

―読
どく

者
しゃ

の皆
みな

さんにひとことどうぞ。
　岡
おか
山
やま
県
けん
の皆
みな
さんとの交

こう
流
りゅう
を楽
たの
しみにしています！

ベ
べ
リ
り
ン
ん

ハ
は

ム
む

市
し

とベ
べ

ー
ー

カ
か

ー
ー

山
やま

　写
しゃ

真
しん

：Nick Kelly／CC BY-SA 4.0

ベ
べ

ー
ー

カ
か

ー
ー

山
やま

周
しゅう

辺
へん

のハ
は

イ
い
キ
き
ン
ん
グ
ぐ

コ
こ

ー
ー

ス
す

自
じ

作
さく

のキ
き

ー
ー

パ
ぱ

ッ
っ
ド
ど
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インドネシア語・韓国語・中国語・日本語講座が協会で
開催されています。今回は日本語講座のご案内です。

　日本語講座は、毎週火曜日から土曜日まで実施しています。入門レ
ベルから中級レベルまでの２９の国・地域、８６人※の学習者が様々な
目的を持って日本語の勉強に来ています。在住外国人が増加してお
り、協会の日本語講座も人気です。
　日本語学習の支援を行っているボランティアの皆さんに話を聞いて
みました。�※令和６年１月末時点

Ｑ：日本語を教えるときに大切にしていることは何ですか？
A：�相手の文化を尊重しつつ、単にコミュニケーションの手段としての日本語を教えるだ
けでなく、実際に生活の中で使えるようにするために、言葉の裏にある日本人の考え
方や日本の文化を感じ取ってもらうことを大切にしています。

Ｑ：日本語ボランティアを始めたきっかけを教えてください。
A：�日本語教師養成講座を受講中、学校の先生がＯＮＮボランティアの会を紹介してくだ
さいました。ボランティアを始める前に授業の見学ができるので、活動のイメージが
つかみやすいと思います^_^

山口さん
ボランティア歴：８か月

Ｑ：英語が話せません。日本語ボランティアになれますか？
A：なれます。実際、OJCでは英語が話せても英語を使って教えていません。
Ｑ：どのような人が日本語ボランティアに向いていると思いますか？
A：日本・文化を愛し外国の文化にも興味のある人が向いていると思います。

角南さん
ボランティア歴：１２年

Ｑ：日本語を教えるために日本語教師の資格は必要ですか？
A：�日本語教師の資格がなくてもボランティアで教えることはできます。だたし、団体によっ
ては条件を設けているところもあります。ONNボランティアの会は、日本語教育能力検
定合格または教育機関での４２０時間修了し実習済みの方が入会することができます。

Ｑ：日本人なら誰でも日本語を教えられますか？
A：�教えられるとは思います。文法や語彙など系統たてて学習したほうが覚えやすいと思
うので、教える順序ややり方を考える必要はあると思います。 高田さん

ボランティア歴：２５年

Ｑ：日本語ボランティアはどのようなところが魅力的ですか？
A：�様々な文化に触れる機会が増え、毎週プチ海外旅行をしている気分になります。
　 �長く続けるうちに世界中に友達もできます。学習者を通して日本語と日本文化のすば
らしさを再発見できます。学習者が新しい言葉を使えるようになったり、生活の中の
問題が解決したりするとうれしそうに報告してくれます。 浦上さん

ボランティア歴：１２年

　日本語講座に興味を持った方は、次の団体・各担当にお問合せください。日本語講座は協会と連携している所属する
ボランティア団体で運営しています。

岡山日本語教師ネットワーク（ONN）
【火曜日�18：30～20：10】
荒木：tomoko_logan@hotmail.com�

【木曜日�10：00～11：40】
高田：shina_nozaki@yahoo.co.jp

NPO法人岡山日本語センター
（OJC）
浦上：ojc@diary.ocn.ne.jp

大　さん
ボランティア歴：３９年

OJCのボランティアの皆さん（OJCは日本語教師の資格は必要ありません） 

ONNボランティアの会の皆さん  
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作
つく

ってみよう！

世
せ
界
か い
のレ

れ
シ
し
ピ
ぴ

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！
ITボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

 
永
なが
井
い
�来
らい
人
と
さん�

ITボ
ぼ
ラ
ら
ン
ん
テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
活
かつ
動
どう
のきっかけと内

ない
容
よう

　大
だい

学
がく

でカ
か
メ
め
ラ
ら

を使
つか

い始
はじ

めたこと、また大
だい

学
がく

の授
じゅ

業
ぎょう

で「コ
こ
ン
ん

シ
し
ェ
ぇ

ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

のおしゃべりサ
さ

ロ
ろ
ン
ん

」のボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

にお声
こえ

掛
が

けいただいたことがきっかけとなって、ITボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
として写

しゃ
真
しん

撮
さつ

影
えい

を始
はじ

めま
した。
　現

げん
在
ざい

は、「コ
こ
ン
ん

シ
し
ェ
ぇ

ル
る

ジ
じ

ュ
ゅ

のおしゃべりサ
さ

ロ
ろ

ン
ん

」をはじめ、いくつかのイ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
で写

しゃ
真
しん

撮
さつ

影
えい

のお
手
て

伝
つだ

いをしています。ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

を始
はじ

めたころは、いろいろと不
ふ

安
あん

もありました。しかし少
すこ

し
ずつ経

けい
験
けん

を重
かさ

ね、今
いま

ではいい写
しゃ

真
しん

が撮
と

れた時
とき

や自
じ

分
ぶん

の撮
と

った写
しゃ

真
しん

を広
こう

報
ほう

に使
し

用
よう

していただい
ていることがやりがいとなって活

かつ
動
どう

を続
つづ

けられています。

ITボ
ぼ
ラ
ら
ン
ん
テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
活
かつ
動
どう
を通
とお
して

　この一
いち

年
ねん

ほど、イ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
に参

さん
加
か

する人
ひと

たちの様
よう

子
す

をカ
か

メ
め
ラ
ら

に収
おさ

め
てきました。国

こく
籍
せき

やバ
ば

ッ
っ
ク
く
グ
ぐ

ラ
ら

ウ
う
ン
ん
ド
ど

の異
こと

なる人
ひと

たちの交
こう

流
りゅう

では、日
にち

常
じょう

とは一
ひと

味
あじ

違
ちが

った空
くう

気
き

感
かん

があります。それは、自
じ

分
ぶん

の知
し

らなかった
世
せ

界
かい

に触
ふ

れ、驚
おどろ

き、また発
はっ

見
けん

することで生
う

まれるものではないかと
思
おも

います。私
わたし

自
じ

身
しん

にとっても、このボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

活
かつ

動
どう

は、ふだんの写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

とは異
こと

なる貴
き

重
ちょう

な体
たい

験
けん

であると感
かん

じています。これからもこ
の活

かつ
動
どう

を通
とお

して、そうした雰
ふん

囲
い

気
き

を少
すこ

しでも多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらえ
るような写

しゃ
真
しん

を撮
と

っていきたいです。

A：
玉
たま
ねぎ�………… 1/2個

こ

ト
と
マ
ま
ト
と
� ………… 1/2個

こ

ピ
ぴ
ー
ー
マ
ま
ン
ん
�……………1個

こ

香
こう
草
そう
（パ

ぱ
ク
く
チ
ち
ー
ー
、大
おお
葉
ば
、

ネ
ね
ギ
ぎ
など）� … お好

この
みで

B：
塩
しお
………… 小

こ
さじ11/2

サ
さ
ラ
ら
ダ
だ
油
あぶら
�……… 大

おお
さじ3

酢
す
（または、レ

れ
モ
も
ン
ん
汁
じる
）

………………… 大
おお
さじ1

水
みず
…………………30ml

❶ Aをすべてみじん切
ぎ
りにする。

❷①とBを混
ま
ぜる。

ポ
ぽ
イ
い
ン
ん
ト
と
：�ソ
そ
ー
ー
ス
す
がさらっとなるように野

や
菜
さい

の水
すい
分
ぶん
と水
みず
で調

ちょう
整
せい
してください。

❸ �肉
にく
・魚

さかな
のB

バーベキュー
BQや揚

あげ
物
もの
などにかけて食

た

べる。

私
わたし

の撮
さつ

影
えい

した「ニ
に

ュ
ゅ
ー
ー

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

を楽
たの

しもう～秋
あき

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

運
うん

動
どう

会
かい

～」の様
よう

子
す

モ
も

ー
ー
リ
り
ョ
ょ
・ビ

び
ナ
な

グ
ぐ
レ
れ
ッ
っ
チ
ち

ポ
ぽ
ル
る
ト
と
ガ
が
ル
る
語
ご
で、モ

も
ー
ー
リ
り
ョ
ょ
はソ

そ
ー
ー
ス
す
、ビ
び
ナ
な
グ
ぐ
レ
れ
ッ
っ
チ
ち

は酢
す
を意

い
味
み
するさっぱりとした野

や
菜
さい
ソ
そ
ー
ー
ス
す
です。

作
つく
る過

か
程
てい
に火

ひ
を使
つか
う面
めん
倒
どう
な工
こう
程
てい
はありません。

肉
にく
にかけてもよし、魚

さかな
にかけてもよし。

そんなブ
ぶ
ラ
ら
ジ
じ
ル
る
の万

ばん
能
のう
ソ
そ
ー
ー
ス
す
を紹

しょう

介
かい
します。

レ
れ
シ
し

ピ
ぴ

紹
しょう

介
かい

者
しゃ

中
なか

島
じま

 あゆみ さん
（ブ

ぶ
ラ
ら

ジ
じ

ル
る

出
しゅっ

身
しん

）
材
ざい
�料
りょう
�（3人

にん
分
ぶん
） 作

つく
�り�方

かた

脂
あぶら
ののった魚

さかな

と食
た
べるのも

お気
き
に入

い
り

牛
ぎゅう
肉
にく
との相

あい
性
しょう

は抜
ばつ
群
ぐん
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「草の根技術協力事業」
って何なん？
　「草の根技術協力事業」あまり聞きなれない言葉かもしれません。
この事業を行うのは、日本の団体（NGO、地方自治体、大学、民間
企業など）です。それぞれの団体が、これまでの活動を通じて蓄積し
た知見や経験を生かして活動します。団体、JICA、そして現地の協
力団体が協力しながら実施しています。
　主な分野は、教育、平和構築、保健医療・福祉、農業、環境など。
日本人専門家を現地に派遣して、技術指導を行います。また、関係者
を日本に招いて研修を実施したりもします。さまざまな団体の特性を
活かした事業が、開発途上国を元気にしています！

事業実施件数が特に多い
岡山県
　草の根技術協力事業が始まってから、20年がたちました。中国５
県で実施された事業数は70件にのぼります。その中で、岡山県の団体が取り組んできた（または取り組んでいる）事
業は27件と、中国5県全体の約40％を占めています！

ローカルでグローバルな挑戦
　中国地方には、世界に飛び出し、開発途上国を元気にする活動をしている方が
たくさんいます。みなさん、開発途上国の課題は、日本の地方が抱える社会課題と
共通しているとおっしゃいます。そこで、現地で得たつながりやノウハウを使い、日
本の地方を生き生きとさせる活動もされています。
　JICA中国は、世界も日本の地方も元気にするために日々奮闘されているみな
さんの思いをまとめた報告書を作成しました。報告書のタイトルは「持続可能な未
来を創るための国際協力と地方創生」。2024年2月17日（土曜日）には、広島
県で「世界も地方も元気にする」をテーマとしたトークイベントも開催しました。トー
クイベントでは、報告書には書ききれなかった思いや経緯をさ
らに深堀りしました。

　報告書に興味をお持ちの方は、データでのご提供になりま
すが、右のQRコードよりお申込みいただけます！

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（長谷川）まで。
E-mail：jicadpd-desk-okayamaken@jica.go.jp ／電話：080-2934-8497
Facebook：https://www.facebook.com/jica.okayama

JICA
×岡山

やすらぎ福祉会のベトナムでの事業報告会で体操を披露する体操リーダーたち

アムダマインズ
のホンジュラス

での事業

大きく育ったキ
ュウリを収穫す

る村人

持続可能な未来を創るための
国際協力と地方創生（冊子の表紙）
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最新情報は、当協会
のホームペ ージや
Fa c e b o o k、X（旧
Twitter）等で随時お
知らせします。

� � �

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000�※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp

一般財団法人 岡山県国際交流協会
　企画情報課
　　　　　☎086−256−2914（月～土　9：00～17：00）
　総務課　☎086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
�
会議室等の予約�受付管理班�☎086−256−2905（9：00～17：30）
［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）

■編集・発行
〒700−0026�岡山市北区奉還町2−2−1
岡山国際交流センター内�一般財団法人�岡山県国際交流協会
086−256−2000（月～土　9：00～17：30）
086−256−2226
ホ ー ム ペ ー ジ：http://www.opief.or.jp
F a c e b o o k：https://www.facebook.com/coolopief/
X（旧Twitter）：https://twitter.com/opief_okayama
I n s t a g r a m：https://www.instagram.com/opief_okayama/

E-mail：kokusai@opief.or.jp

問 

合 

せ

　小林正和（1944ｰ2004）は、京都に生まれ、1970年代後半から2000年代にかけ
て、ファイバーアート（繊維造形）の第一人者として国内外で活躍、1995年からは岡山県
立大学で後進の指導にあたりました。本展は、小林の生誕80年・没後20年を記念する回
顧展で、小林の代表作や関連資料を紹介するとともに、同時代で活躍した作家たちの作
品を加え、国際的にも高く評価された日本のファイバーアートの展開を概観します。

特別展「生誕80年・没後20年記念�小林正和とその時代―ファイバーアート、その向こうへ」
（岡山県立美術館開催）チケットを5名様にプレゼント！
　令和6年4月6日（土）までにアンケートにご協力いただいた会員の中から抽選で5名の方に、標記特別展

（会期：令和6年4月19日（金）～5月26日（日））チケット2名分をお送りします。発表は発送をもって代えさせて
いただきます。
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小林正和((Sound�collage-93))�1993年、京都市美術館蔵

問合せ 企画情報課

インドネシア語講座
　インドネシア語は日本人にとって発音しやすく、覚えやすい言語です。
インドネシア人の先生と楽しく学びませんか。見学は無料ですのでお気軽
にご参加ください。
◦と　き	 初級：土曜日	１３：００～１４：４５
	 中級：日曜日	１３：００～１４：４５
◦ところ	 岡山国際交流センター	６階	会議室（初級）　４階	図書資料室（中級）
◦講　師	インドネシア出身留学生
◦受講料	１５,０００円			１年間	全４２回、テキスト代別
	 協会会員費２,０００円別途要
◦定　員	初級	１２名、中級	１６名
◦共　催	岡山インドネシア友好協会
◦申込み	 岡山インドネシア友好協会	岡田氏　TEL：０８６３‒３１‒４５１０
��
中国語講座
　前期4月、後期10月開始の講座です。中国出身の講師がレベル別に
教えます。各クラス無料で1回見学ができます。
◦と　き	 土曜日：入		門	１７：４０～１９：１０　初		級	１９：２０～２０：５０
	 上級A	１０：００～１１：３０
	 日曜日：中		級	１７：００～１８：３０　上級B	１０：００～１１：３０
	 ※上級A、Bは同じレベルです。
◦ところ	 岡山国際交流センター４階	図書資料室	６階	会議室（上級Aのみ）
◦講　師	中国出身留学生
◦受講料	協会会員	１８,０００円　一般	２１,０００円
	 高校生以下	１６,０００円				半期６か月２１回、テキスト代別２

クラス以上受講時５,０００円割引
◦定　員	上級A	１２名、その他	１６名
◦共　催	岡山県華僑華人総会
◦申込み	 岡山県華僑華人総会事務局
	 TEL：０８６‒２０１‒１０７６（月～金１０：００～１７：００）

韓国語講座
　レベル別に４クラスあります。韓国出身の講師が丁寧に教えます。
　韓国文化、語学に興味がある方、一緒に楽しく学びましょう。
◦と　き	 入門：第２・４金曜日　初級：第2・4水曜日
	 中級：第1・3水曜日　会話：第１・３金曜日
	 １８：３０～１９：４０（日程は変更することがあります）
◦ところ	 岡山国際交流センター４階	図書資料室
◦講　師	金	良

ヤンヒ
禧氏、金	允

ユ
姫
ニ
氏

◦受講料	協会会員	８,０００円　一般	１０,０００円（全２０回、テキスト代別）
◦定　員	各クラス２０名
◦申込み　企画情報課
��
日
に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ

　毎
まい
週
しゅう
火
か
曜
よう
日
び
から土

ど
曜
よう
日
び
まで日

に
本
ほん
語
ご
講
こう
座
ざ
を実
じっ
施
し
しています。

◦と　き	 火
か
曜
よう
日
び
：１０：００～１１：４０／１８：３０～２０：１０

	 水
すい
曜
よう
日
び
：１０：００～１１：４０／１８：３０～２０：１０

	 木
もく
曜
よう
日
び
：１０：００～１１：４０

	 金
きん
曜
よう
日
び
：１０：００～１１：４０

	 土
ど
曜
よう
日
び
：１５：１０～１６：５０

◦ところ	 岡
おか
山
やま
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
セ
せ
ン
ん
タ
た
ー
ー
	６階
かい
	会
かい
議
ぎ
室
しつ

◦受
じゅ
講
こう
料
りょう
	無
む
料
りょう
				ただし、ジ

じ
ャ
ゃ
パ
ぱ
ニ
に
ー
ー
ズ
ず
ク
く
ラ
ら
ス
す
（年

ねん
会
かい
費
ひ
２，０００円

えん
）に

入
にゅう
会
かい
が必
ひつ
要
よう
です

◦定
てい
　員
いん
	入
にゅう
門
もん
～中

ちゅう
級
きゅう
　各
かく
講
こう
座
ざ
２５名

めい

◦その他
た
	 １
ひとり
人２講

こう
座
ざ
まで（希

き
望
ぼう
に沿

そ
えないこともあります。）

◦申
もうし
込
こ
み	 企

き
画
かく
情
じょう
報
ほう
課
か

��

令和6年度語学講座
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